
芸工大のコミュニティデザイン学科の卒展で「オンライン成果発表会」を開催。 

ウィズ・コロナ時代でも、人と人のつながりをつくるプロジェクトの数々を発表します！ 
  

東北芸術工科大学（山形市上桜田／学長 中山ダイスケ）コミュニティデザイン学科では、2月 9日（火）
～14 日（日）に開催する「東北芸術工科大学 卒業研究・制作展」会期中、市民の方や地域づくりを担
う方々にご参加いただける「オンラインイベント」を開催します。学生とゲスト、一般視聴者の皆さ
んが、双方向で意見交換を行う場を創出します。 
 
昨年は、新型コロナウイルス拡散防止のため、不要不急の外出自粛や、 ソーシャルディスタンスの徹
底などによりコミュニティの希薄化が生じました。同学科 4年生 26 名の学生たちは、その状況下、オ
ンラインでのコミュニケーションや対象地域への滞在を行いながら、新しい生活様式の中で、地域や
組織、仲間が安心して生活するための支援や関わり方を研究しました。 
つきましては、ぜひこの機会について事前広報および当日取材のご検討をお願い申し上げます。 
 
■「あす展優秀者プレゼンテーション」一般視聴者を募集 どなたでも視聴可／お申込み不要 
全国で地域づくりなどを行なっているゲストを迎え、コミュニティデザイン学科の優秀者がプレゼン
テーションを行います（発表者は 2 月 5 日に 5 名が決定）。開催時間中、一般視聴者による投票も行
います。 
日時：2021 年 2月 13日（土）13:00～16:00 ※左記、開催時間になりましたらご覧いただけます。 
会場：コミュニティデザイン学科公式 YouTube 
https://www.youtube.com/channel/UC1t3YSsjiSlA17ponOt5TKA?fbclid=IwAR0V5vF_yEgUY2-
tORgXp-TksUF9MyqYEw4fibk5bcCHW_mtfDGI8u-nEsY 
 
◎コミュニティデザイン学科 Facebook ページ 
同学科イベント最新情報は以下に随時掲載いたします。 
https://www.facebook.com/community.tuad 
 
◎その他、コミュニティデザイン学科が開催する３つの卒展＠オンラインイベント詳細はこちらをご
覧ください。卒展会期中は、どなたでもご覧いただけます。 
https://www.tuad.ac.jp/2021/01/91159/ 
 
※コミュニティデザイン学科とは 
2014年に設立された、地域の中に入り課題の解決を行い、持続可能な地域づくりの支援ができる人材
「コミュニティデザイナー」の育成を目指す国内初の学科です。 1 期生が卒業する 2018 年より卒業
制作展が開始され、毎年全国各地から多くの来場者が見物に山形へと訪れています。 
-------------------------------------------------------------------------------------- 

取材の申込み・問い合わせ：コミュニティデザイン学科 4 年高田 

TEL：080-8218-2553 ※着信があれば、折り返しさせていただきます。 

配信元：東北芸術工科大学 企画広報課 TEL：023-627-2246 

報道関係各位 

プレスリリース 
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2021 年 1 月 26 日（火） 

https://www.youtube.com/channel/UC1t3YSsjiSlA17ponOt5TKA?fbclid=IwAR0V5vF_yEgUY2-tORgXp-TksUF9MyqYEw4fibk5bcCHW_mtfDGI8u-nEsY
https://www.youtube.com/channel/UC1t3YSsjiSlA17ponOt5TKA?fbclid=IwAR0V5vF_yEgUY2-tORgXp-TksUF9MyqYEw4fibk5bcCHW_mtfDGI8u-nEsY
https://www.facebook.com/community.tuad
https://www.tuad.ac.jp/2021/01/91159/


研究詳細（順不同）：2月 5日の発表者は、以下より 5名選出。 

学生氏名（出身地） 研究内容 研究対象地 

小泉達貴（新潟県） 大学生から始める予防医療 山形市（本学内） 

本間真生（新潟県） 若者がふるさとに帰りたくなる仕組みづくり 北海道下川町 

佐藤さやか（東根

市） 

高校生、大学生を対象とした自己受容から始めるキ

ャリアデザインの試み 

オンライン 

 

千葉稜太（宮城県） 男性のコミュニティ獲得を支援する仕組みづくり 山形市 

中川繁輝（東京都） 先生が高校生を伴走するための取扱説明書づくり 小国町（県立小国

高） 

須藤迪花（宮城県） ボードゲームでより良い人生の閉じ方を考える 宮城県栗原市 

松橋慎之介（秋田

県） 

働く世代から高齢者までお互いに助け合う仕組みの

提案 

金山町（中田地区） 

手嶋 穂（静岡県） 防災訓練のカスタマイズツールの開発 

 ~災害の振り返り×住民の対話~ 

戸沢村（蔵岡地区） 

松浦貴大（千葉県） 地域に存在するボランティアの価値の再考と継続の

支援 

千葉県市川市 

坂下聡実（岩手県） 地域内外を越えたコミュニティデザインの可能性 岩手県宮古市 

高田嶺佑（福島県） 地域プロジェクト終了後の持続的な関係構築 山形市（本学内） 

辻 朋子（宮城県） 美里町民と共同でつくるアレルギーっ子防災ハンドブッ

ク 

宮城県美里町 

長郷優佳（福島県） 福島県における、結婚につながる恋愛支援について 福島県 

小沼美優（福島県） オンライン上における初対面対話の関係構築につい

て 

オンライン 

佐伯誉怜（静岡県） 地域の日常の中の共食の場づくり 宮城県石巻市 

照井麻美（宮城県） 謎解き×防災 楽しい防災プログラム 宮城県丸森町 

長谷部凌司（宮城

県） 

地域の中でつくる大人と子どもの「ナナメの関係」 宮城県仙台市 

渡辺智洋（茨城県） 仮想空間上の子供の居場所作り オンライン/石巻市 

柴崎桃香（尾花沢

市） 

徳良湖を拠点に活動している団体と 

徳良湖の利用者が相互に関わる仕組みづくり 

尾花沢市 

捧早希（新潟県） 大学生の自己覚知に関する研究 山形市（本学内） 

鈴木海央（山形市） 鮭スポ~生涯スポーツの実現に向けて 鮭川村 

菅原詩音（宮城県） 学生同士のつながりから個人と社会の未来を豊かに オンライン 

尾形郁哉（宮城県） らくせいホールが地域とより良く繋がるには？ 山形市 

柿﨑遥佳（東根市） 生活が今よりちょっと楽しくなる、地域との関わり 

〜その第一歩〜 

オンライン（本学

内） 

佐藤希美（宮城県） まちに合わせた移住取り組みの土台づくりを考える必要

性 

宮城県白石町 

大島 凛（茨城県） 持続可能なカルチャーコミュニティと地域の融合 鶴岡市（湯田川温

泉） 
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